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３．２．１．２ 津波堆積物の調査  
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(1) 業務の内容  

 

(a) 業務題目 

  2.1.2 津波堆積物の調査 

 

(b) 担当者 

所属機関 役職 氏名 

新潟大学災害・復興科学研究所 

 

新潟大学教育学部 

福井大学教育地域科学部 

秋田大学地域創生センター 

島根大学総合理工学部 

 

 

 

富山大学理学部 

北海道大学 

北海道立総合研究機構 

 

准教授 

准教授 

准教授 

教授 

准教授 

准教授 

教授 

教授 

准教授 

教授 

名誉教授 

主査 

主査 

研究職員 

研究職員 

研究職員 

卜部厚志 

片岡香子 

高清水康博 

山本博文 

鎌滝孝信 

酒井哲弥 

石賀裕明 

入月俊明 

林 広樹 

酒井英男 

平川一臣 

川上源太郎 

仁科健二 

加瀬善洋 

林 圭一 

小安浩理 

 

(c) 業務の目的 

北海道から九州に至る日本海側の地形特性に対応した津波堆積物の新たな認定手法も

含めた検討と履歴・遡上範囲の解析を行う。地層に記録された津波堆積物の認定と解析は、

歴史記録以前の津波発生履歴と規模を記録した指標としても非常に有効である。これらの

広範囲での津波履歴と内陸部への分布解析を行うことにより、歴史時代以前における津波

波源の推定につながる基礎資料を得ることを目的とする。 

 

(d) ８か年の年次実施計画（過去年度は、実施業務の要約） 

 1) 平成２５年度： 

新潟・北陸地域を対象として、ボーリング、定方位地層抜き取り装置による調査、露頭

調査などを行い、試料について層相、年代、古環境（珪藻）などを解析した。 

 

  2) 平成２６年度： 

引き続き新潟・北陸地域を対象として、ボーリング・定方位地層抜き取り装置による調

査、露頭調査などを行い、試料について層相・年代・古環境（珪藻）などを解析した。 
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  3) 平成２７年度： 

山陰地域（京都府、兵庫県、鳥取県、島根県）の日本海沿岸の海岸平野において、浅層

を対象としたボーリング調査や海岸露頭の調査を行った。ボーリング調査の試料は層相、

年代や粒度組成などを解析して、イベント堆積物（異地性堆積物）を認定し、複数のイベ

ント堆積物が挟在していることを明らかにした。また、これらの堆積物について歴史地震

による津波を含め、津波による堆積物である可能性を検討した。 

 

  4) 平成２８年度： 

山陰・九州地方を対象として、ボーリング・定方位地層抜き取り装置による調査、露頭

調査などを行い、試料について層相・年代・古環境（珪藻）などを解析した。 

 

 5) 平成２９年度： 

東北地方北部から北海道地域の日本海沿岸の海岸平野において、海岸露頭の調査や浅層

を対象としたボーリング調査を行った。採取した試料は、層相、年代や粒度組成などを解

析して、歴史地震を含めた津波堆積物の認定とその履歴を解析した。 

 

  6) 平成３０年度： 

引き続き、東北地方北部から北海道地域の日本海沿岸の海岸平野において、海岸露頭の

調査や浅層を対象としたボーリング調査を行った。採取した試料は、層相、年代や粒度組

成などを解析して、歴史地震を含めた津波堆積物の認定とその履歴を解析した。 

 

  7) 令和元年度： 

引き続き、東北地方北部から北海道地域の日本海沿岸の海岸平野において、海岸露頭の

調査や浅層を対象としたボーリング調査を行う。採取した試料は、層相、年代や粒度組成

などを解析して、歴史地震を含めた津波堆積物の認定とその履歴を明らかにする。 

 

 8) 令和２年度： 

津波堆積物の補足調査を行い、年代・古環境（珪藻）などの試料も補足的に解析し、日

本海沿岸域の津波堆積物の履歴・同時性を明らかにし、モデル構築のための基礎資料とす

る。 

 

(e) 平成３０年度業務目的 

東北地方北部から北海道地域の日本海沿岸の海岸平野において、地層に記録されたイベ

ント堆積物から、過去の津波の履歴を解明することを目的とする。このため、浅層を対象

としたボーリング調査や野外露頭調査から、地層に挟在されるイベント堆積物の抽出を行

う。これらのイベント堆積物について、年代測定、粒度組成や微化石分析等を行い津波に

よるイベント堆積物であるかの検討を行う。 

 

(2) 平成３０年度の成果  

(a) 業務の要約 
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 秋田県の日本海側の沿岸低地や海岸付近の露頭において、津波堆積物の調査を行った。

沿岸低地での調査は、にかほ市象潟地区、男鹿市船越地区、潟上市天王地区、八峰町峰浜

地区と能代市須田地区の 8 地点においてオールコアボーリングを行った。この結果、にか

ほ市象潟地区と八峰町峰浜地区でのボーリングにおいて各 1 層準の津波起源と推定できる

イベント堆積物が認められた。また、海岸露頭の調査では、青森県深浦町大字舮作や男鹿

市船川港双六の海岸の露頭において、複数層準の津波起源と推定されるイベント堆積物の

観察を行った。 

 

(b) 業務の実施方法 

 津波堆積物の調査は、津波が襲来する可能性があり、かつ、堆積物が残存できる地形環

境での検討を行う必要がある。このため、沿岸の地形や地形発達史、既存資料に基づく沿

岸の平野を構成する地層の層相などを検討し、調査地点を選定した。ボーリング調査は、

オールコアボーリング（深度数～10 m 程度まで）で実施した。採取した試料は、層相の観

察・記載を行い、特に、イベント堆積物の有無に留意して検討を行った。また、イベント

堆積物の粒度分析やコアに含まれる植物片や貝化石片を用いた年代の分析等を行った。海

岸露頭の調査は、野外において地層（イベント堆積物の有無）の観察を行った。 

 

(c) 業務の成果 

 秋田県沖の日本海での津波波源は、日本海における大規模地震に関する調査検討会 1) に

よってまとめられている（図 1）。平成 30 年度の調査対象とした秋田県地域では、これま

での津波堆積物の調査に基づき、八峰町峰浜地区で 2 層準、男鹿市脇本地区で 1 層準、潟

上市天王地区で 1 層準、および、にかほ市三森地区で 4 層準の津波起源と推定されるイベ

ント堆積物が認められている 2),3),4),5)。 

秋田県地域では、1983 年の日本海中部地震による津波被害を受けており、現在の地形環

境での浸水域（1983 年津波）や津波浸水想定を参考として、これまでの津波堆積物調査に

よって秋田県地域（沖合）での津波発生履歴が明らかになりつつある。しかし、約 1,000

年前以前の津波履歴については不明である。また、秋田県沖には複数の津波波源が設定さ

れており 1)、それぞれの津波波源の活動履歴（活動間隔）についても未解明の課題として

検討する必要がある。このため、平成 30 年度の検討では、これらの課題へのアプローチを

目的として、にかほ市象潟地区、男鹿市船越地区、潟上市天王地区、八峰町峰浜地区と能

代市須田地区の 8 地点においてオールコアボーリング調査を行った。  

 各地区での調査結果を以下に述べる。 

 

①にかほ市象潟地区 

 にかほ市象潟地区は、海岸に沿って標高 2 m 程度の低地が分布する（図 2）。この低地に

は、標高 10 m 程度の小丘状の地形が点在する。これらの特徴的な小丘は、約 2,500 年前

に発生した鳥海山の山体崩壊による岩屑なだれが浅海域に流入した流山である。また、こ

の地域は、1804 年の象潟地震において流山の点在する浅海域（浅い潟湖のような環境）が

隆起したため、現在のような標高 2 m 程度の低地となった。このため、約 2,500 年前以降

の浅海域の地層を対象として、KK1 と KK2 地点においてボーリング調査を行った（図 2）。 
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 KK1 孔は、標高 1.7 m の低地において深度 8 m までの掘削を行った。また、コアの回

収率が低かった層準については、ボーリング孔を少し移動させて（別孔）掘削を行い、連

続的な層相の観察ができるように補完した（図 3）。コア試料の観察の結果、耕作土直下か

ら深度 4.0 m までは、浅い潟湖のような堆積環境を示唆するシルト層や、やや砂質なシル

ト層からなる。深度 4.0～5.6 m は、火山灰質なシルト層を主体とし、深度 5.6～6.6 m は

斜交層理のみられる中～粗粒砂層からなる。深度 6.6～7.8 m は、おもに火山岩の礫層から

構成されている（図 3）。この火山灰質なシルト層は、約 2,500 年前の山体崩壊に伴う火山

泥流堆積物（あるいは細粒な岩屑なだれの堆積物）と推定でき、火山岩の礫層は山体崩壊

に伴う岩屑なだれの堆積物であると考えられる（図 3）。 

 KK2 孔は、標高 2.2 m の低地において深度 8 m までの掘削を行った。また、コアの回

収率が低かった層準については、ボーリング孔を少し移動させて（別孔）掘削を行い、連

続的な層相の観察ができるように補完した（図 4）。コア試料の観察の結果、耕作土直下か

ら深度 3.4 m までは、浅い潟湖のような堆積環境を示唆するシルト層や、やや砂質なシル

ト層からなる。深度 3.4～8.0 m は、淘汰の悪い火山灰質な砂質シルト層からなる。この火

山灰質な砂質シルト層は、約 2,500 年前の山体崩壊に伴う岩屑なだれのやや細粒な堆積物

と考えられる（図 4）。 

KK1 孔、KK2 孔におけるイベント堆積物は、KK1 孔の耕作土直下の深度 0.1～0.15 m

と KK2 孔の深度 0.22～0.40 m に認められる（図 5）。これらの堆積物は、基底が浸食構造

を示し、斜交層理を伴う比較的淘汰のよい細粒砂から構成されることから、津波などによ

って、潟湖のような堆積環境に流入したものであると推定できる。これらのイベント堆積

物の直接的な年代は得られていないが、耕作土の直下であることから、比較的新しい年代

であると推定できる。このため、これらのイベント堆積物は、1804 年の象潟地震による津

波堆積物である可能性があり、年代値や層相の側方変化など追加検討が必要である。 

 

②男鹿市船越地区 

 男鹿市船越地区は、旧八郎潟の潮流口（船越水道）の右岸の浜堤（砂丘列）に位置する。 

浜堤成立後の船越水道を通じてのイベントや浜堤成立以前のイベントを検討するために、

OG2 地点においてボーリング調査を行った（図 6）。 

 OG2 孔は、浜堤背後の標高 0.8 m の低地において深度 33 m までの掘削を行った（図

7）。コア試料の観察の結果、耕作土直下から深度 5.3 m までは、極細粒砂層からなる。深

度 5.3～7.4 m は、細～中粒砂層を挟在し、深度 24.5 m までは極細粒砂層からなる。深度

24.5 m 以深も中粒砂層を挟在する極細粒砂層からなる（図 6）。OG2 孔における明瞭なイ

ベント堆積物は、不明であった。地層の年代を含めて今後の課題である。 

 

③潟上市天王地区 

 潟上市天王地区は、旧八郎潟南方の浜堤（砂丘列）が発達する地区に位置する。これま

でに、KG1～KG3 地点の各浜堤列の背後において、イベント堆積物の検討を行っており

（図 6）、浜堤成立後の船越水道を通じてのイベントやより古い時代の浜堤成立前後のイベ

ントを検討するために、KG4、KG5 地点においてボーリング調査を行った（図 8）。 

 KG4 孔は、浜堤背後の標高 2.6 m の低地において深度 6 m までの掘削を行った（図 8）。



 

 100

コア試料の観察の結果、耕作土直下から深度 6.0 m は、全体に細粒砂層からなる。また、

KG5 孔は、浜堤背後の標高 1.7 m の低地において深度 5 m までの掘削を行った（図 8）。

コア試料の観察の結果、耕作土直下から深度 4.6 m までは、全体に細粒砂層からなる（図

8）。KG4、KG5 孔ともに、耕作土の直下にイベント堆積物が認められるが、年代値のばら

つきもあり詳細は、不明であった。地層の年代とイベント堆積物の成因を含めて今後の課

題である。 

 

④八峰町峰浜地区 

 八峰町峰浜地区の検討地点は、海岸沿いの浜堤（砂丘列）を横断する竹生川沿いの低地

に位置する。これまで、MH1 地点において、イベント堆積物の検討を行っており、13～15

世紀ごろの年代値を示す津波起源のイベント堆積物が認められている 5)。より古い時代の

イベントを検討するために、MH2 地点においてボーリング調査を行った（図 9）。 

 MH2 孔は、浜堤を横断する竹生川沿いの標高 2.8 m の低地において深度 6 m までの掘

削を行った（図 10）。コア試料の観察の結果、耕作土直下から深度 6.0 m は、全体に複数

層準の中～粗粒砂層とシルト層からなる（図 10）。イベント堆積物は、3 つの層準で認め

られるが、イベント堆積物の成因を含めて今後の課題である。 

 

⑤能代市須田地区 

 能代市須田地区は、海岸沿いの浜堤（砂丘列）背後の低地に位置する。浜堤成立前後の

より古い時代のイベントを検討するために、NS3、NS4 地点においてボーリング調査を行

った（図 9）。 

 NS3 孔は、標高 3.5 m の低地において深度 8 m までの掘削を行った（図 11）。また、コ

アの回収率が低かった層準については、ボーリング孔を少し移動させて（別孔）掘削を行

い、連続的な層相の観察ができるように補完した（図 11）。コア試料の観察の結果、耕作

土直下から深度 8.0 m までは、一部にシルト層を挟在するが、全体に細～中粒砂層が卓越

する（図 11）。イベント堆積物は、認められなかった。 

NS4 孔は、標高 4.2 m の低地において深度 8 m までの掘削を行った（図 12）。コア試料

の観察の結果、耕作土直下から深度 8.0 m までは、一部にシルト層を挟在するが、全体に

細～中粒砂層が卓越する（図 12）。イベント堆積物は、認められなかった。 

 

⑥海岸露頭等の調査 

 海浜の背後の低位段丘状の地形（標高 5 m 程度の平坦な地形）を構成する堆積物や崖錐

性堆積物には、津波や高波によってもたらされた砂や礫層がイベント堆積物として挟在す

ることがある。これらの堆積物が、津波起源であることが特定できれば、海岸低地を伴わ

ない地域でも津波の履歴を解明することができる。このため、青森県や秋田県地域の日本

海沿岸において、低位段丘状の地形を構成する堆積物や崖錐性堆積物の調査を行った。 

 調査の結果、青森県深浦町大字舮作（写真 1）や男鹿市船川港双六（写真 2）の海岸の露

頭において、イベントによる海浜起源の円礫や亜円礫層を挟在していることが明らかとな

った。津波によるイベント堆積物である可能性については今後の検討課題とした。 
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図 1 秋田県沖で想定される津波波源とこれまでの調査によるイベント堆積物 

 

 
図 2 にかほ市象潟地区でのボーリング調査地点 
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図 3 KK1 孔（にかほ市象潟地区）のボーリング柱状図と層相 

 

 

図 4 KK2 孔（にかほ市象潟地区）のボーリング柱状図と層相 
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図 5 KK1・KK2 孔でのイベント堆積物 

 

 

図 6 男鹿市船越地区および潟上市天王地区でのボーリング調査地点 
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図 7 OG2 孔（男鹿市船越地区）のボーリング柱状図 

 

 
図 8 KG4、KG5 孔（潟上市天王地区）のボーリング柱状図 
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図 9 八峰町峰浜地区および能代市須田地区でのボーリング調査地点 

 

 

図 10 MH2 孔（八峰町峰浜地区）のボーリング柱状図 
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図 11 NS3 孔（能代市須田地区）のボーリング柱状図 

 

 

図 12 NS4 孔（能代市須田地区）のボーリング柱状図 
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写真 1 青森県深浦町舮作の海岸露頭におけるイベント堆積物 

 

 
写真 2 秋田県男鹿市船川港双六の海岸露頭におけるイベント堆積物 
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(d) 結論ならびに今後の課題 

秋田県の日本海側の沿岸低地や海岸付近の露頭において、津波堆積物の調査を行った。

沿岸低地での調査は、にかほ市象潟地区、男鹿市船越地区、潟上市天王地区、八峰町峰浜

地区と能代市須田地区の 8 地点においてオールコアボーリングを行った。この結果、にか

ほ市象潟地区と八峰町峰浜地区でのボーリングにおいて各 1 層準の津波起源と推定できる

イベント堆積物が認められた。また、海岸露頭の調査では、青森県深浦町大字舮作や男鹿

市船川港双六の海岸の露頭において、複数層準の津波起源と推定されるイベント堆積物の

観察を行った。 

今後、ボーリング調査や野外調査で認められたイベント堆積物については、堆積物に含

まれる貝化石、微化石、構成粒子の特徴等の詳細な解析、堆積物の年代の追加検討、イベ

ント堆積物による堆積環境の変化などについて慎重に検討を行う必要がある。 
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2) ソフトウエア開発 

なし 

 

3) 仕様・標準等の策定 

 なし 

 

(3) 令和元年度業務計画案  

引き続き、東北地方北部から北海道地域の日本海沿岸の海岸平野において、海岸露頭の

調査や浅層を対象としたボーリング調査を行う。野外調査は、青森県を中心として行うが、

必要があれば北海道南部～北部、秋田県においても補足調査を行う。野外調査やボーリン

グ調査等によって採取した試料は、層相、年代や粒度組成などを解析して、歴史地震を含

めた津波堆積物の認定とその履歴を明らかにする。 

 

 

研究集会等  

 下記の日程と内容で、歴史地震・古津波調査に関する研究集会を行った。 

 

○日本海地震・津波調査プロジェクト 歴史地震・古津波調査に関する札幌研究集会 

 

日時・場所：2018 年 9 月 5 日（水） 14:00 より 

      北海道立総合研究機構 地質研究所 1F 会議室 

 

内容：2017 年度奥尻島ワサビヤチコアの剥ぎ取り試料による津波堆積物の検討 


